６　休憩に関する規定
第○条（休憩時間）

１．従業員の休憩時間は正午から午後１時の１時間とする。

２．会社は、業務上必要があるときは、前項の休憩時間を繰り上げ又は繰り下げることがある。

３．前各項の規定にかかわらず、会社は従業員代表と労使協定を締結し、休憩を一斉に付与しないことがある。

４．休憩時間は自由に利用できる。ただし、他の従業員の休憩を妨げる等、職場秩序を乱す行為をしてはならない。

５．会社は、休憩時間中の事業場からの外出を、許可制又は届出制とすることがある。

６．従業員は、休憩時間中は原則として業務に従事してはならない。業務に従事することを希望する場合には、時間外勤務の規定を準用し、所属長の許可を受けなければならない。

７．前項の規定に基づき休憩時間中に業務に従事する従業員は、当日の労働時間の途中で必ず所定の休憩を取得しなければならない。
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